
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
朝
鮮
牛
輸
入

(
移
入
)
-
取
引
の
展
開

-取引の展開

里

亜

夫

中

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

問
題
の
所
在

鎖
国
政
策
か
ら
開
国
政
策
へ
の
転
換
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
諸
外
国
と
の
貿
易
が
可
能
に
な
り
、
囲
内
の
空
間
組
織
の
あ
り

方
が
、
閉
鎖
的
空
間
体
系
か
ら
開
放
的
空
間
体
系
に
基
づ
く
組
織
化
へ
の
変
化
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
こ
の
外
国
貿
易
の
拡
大
・
深
化
は
、

開
港
貿
易
港
の
形
成
と
そ
の
港
湾
機
能
を
高
め
、
そ
れ
ら
は
新
た
な
空
間
組
織
化
の
拠
点
と
な
っ
た
(
1
3

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
牛
馬
取
引
・
流
通
に
み
る
全
国
市
場
網
の
形
成
過
程
の
研
究
を
進
め
て
き
た
(
2
3

こ

れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
①
屠
場
・
消
費
地
市
場
の
形
成
問
題
と
②
輸
入
・
移
入
朝
鮮
牛
の
取
引
・
流
通
問
題
と
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
明
治
・
大
正
期
つ
ま
り
近
代
日
本
の
具
体
的
な
牛
馬
取
引
・
流
通
お
よ
び
そ
の
全
国
市
場
網
形
成
過
程
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
特
に
、
後
者
の
問
題
は
明
治
二

0
年
代
以
降
に
お
け
る
、
①
明
治
農
法
の
確
立
と
そ
の
普
及
、
②
都
市
に
お
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け
る
牛
肉
食
の
普
及
、
③
午
取
引
・
流
通
経
路
の
延
長
に
よ
る
牛
馬
商
人
の
増
加
・
成
長
等
の
展
開
を
考
え
る
上
で
何
よ
り
も
重
要
な
ボ

イ
ン
ト
と
な
る
。
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本
稿
で
は
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
近
隣
東
ア
ジ
ア
諸
閏
、
主
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
生
牛
輸
入
(
移
入
)

取
引
の
展
開
を
、
近
代

日
本
の
新
た
な
全
国
的
取
引
・
流
通
網
の
形
成
の
視
点
か
ら
防
疫
体
制
・
海
港
検
疫
の
整
備
及
び
国
内
の
伝
統
的
耕
牛
取
引
・
流
通
と
の

関
連
で
明
ら
か
に
す
る
。

本
稿
の
課
題
に
接
近
す
る
為
に
は
、
関
係
資
料
の
点
か
ら
、
主
に
輸
入
朝
鮮
生
牛
に
よ
り
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
牛
疫

(
E
E
q

忠
弘
(

3

)

)

の
国
内
で
の
流
行
経
路
及
ぴ
海
港
検
疫
制
の
整
備
と
の
関
連
等
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

既
往
研
究
成
果
と
利
用
資
料
の
検
討

こ
れ
ま
で
明
治
・
大
正
期
の
牛
馬
の
取
引
や
そ
の
全
国
市
場
網
の
形
成
に
関
す
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
(
4
)
に
譲
る
。

問
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
点
は
、
斎
藤
、
石
田
、
小
野
の
見
解
等
は
、

い
ず
れ
も
全
国
市
場
網
の
形
成
時
期
を
明
治
末
期
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
と
す
る
点
で
は
見
解
の
一
致
を
見
る
が
、
そ
の
具
体
的
過
程
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仮
説
の
段
階
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
朝
鮮
生
牛
輸
入
・
移
入
の
展
開
過
程
に
関
す
る
体
系
的
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
る
。
朝
鮮
牛
一
般
に
関
す
る
研
究
さ
え

第
二
次
大
戦
後
の
研
究
で
は
、
僅
か
に
下
元
虎
之
輔
(
5
)
に
よ
る
高
知
県
下
の
朝
鮮
午
の
研
究
を
除
い
て
他
に
な
い
。
そ
の
他
に
は
数
県

下
で
の
畜
産
史
等
に
明
治
期
の
朝
鮮
牛
に
関
す
る
若
干
の
記
述
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
戦
前
に
は
、
守
田
道
敏
(
6
)

の
ま
と
ま
っ
た
朝
鮮
牛
研
究
の
他
に
も
、
『
牧
畜
雑
誌
』
・
『
大
日
本
畜
牛
史
』

や
『
韓
国
中
央
農
会
報
(
後
に
朝
鮮
農
会
報
と
改
め
る
)
』

及
び
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
等
の
専
門
雑
誌
(
7
)
に
は
、
朝
鮮
牛
の
輸
入
・
取
引
や
擢
病
朝
鮮
生
牛
に
よ
る
牛
疫
流
行
の
伝
播
経
路
や
そ

れ
に
対
す
る
防
疫
対
策
等
が
豊
富
な
研
究
報
告
の
中
に
断
片
的
で
あ
る
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
牛
疫
に
関
す
る
ま
と
ま
っ



た
も
の
と
し
て
は
、
農
商
務
省
農
務
局
に
よ
る
、
『
牛
疫
調
査
』
、
『
第
二
次
牛
疫
調
査
』

や
第
一
次
か
ら
第
五
次
の
『
獣
疫
調
査
報
告
書
』

等
が
あ
る
。
こ
の
他
に
各
府
県
の
布
達
集
や
地
方
新
聞
等
に
お
い
て
も
牛
疫
関
係
の
記
載
(
8
)
が
豊
富
に
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
朝
鮮

牛
取
引
と
そ
の
流
通
経
路
等
に
関
す
る
情
報
が
散
見
さ
れ
る
。

一
方
、
家
畜
検
疫
に
つ
い
て
は
、
山
脇
(
9
)
に
よ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
家
畜
防
疫
政
策
通
史
に
つ
い
て
の
優
れ
た
箸

-取引の展開

書
が
あ
り
、
明
治
期
に
関
し
て
の
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
理
学
的
関
心
か
ら
見
る
と
、
①
検
疫
港
の
位
置
や
②
輸
入

牛
皮
・
生
牛
の
流
通
経
路
と
取
引
業
者
等
に
つ
い
て
の
論
究
に
は
、
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
そ
の
分
析
は
、
朝
鮮
半
島
が
日
本
領
土
下

に
あ
っ
た
時
期
で
、
政
府
の
侵
略
政
策
を
肯
定
す
る
立
場
で
書
か
れ
て
お
り
、
改
め
て
家
畜
防
疫
政
策
を
明
治
期
に
お
け
る
政
府
の
半

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

島
・
大
陸
侵
略
政
策
と
の
間
遠
か
ら
見
直
す
事
が
必
要
と
考
え
る
。
山
脇
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
前
述
二
点
を
問
題
と
し
て
指
摘
し
た
が
、

既
往
の
研
究
で
は
、
こ
の
山
脇
の
研
究
成
果
を
越
え
る
研
究
は
皆
無
で
あ
り
、
本
稿
の
海
港
検
疫
制
の
展
開
に
つ
い
て
の
記
述
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
官
…
で
山
脇
の
研
究
成
果
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。

朝
鮮
牛
輸
入
(
移
入
)

-
取
引
の
概
要
と
時
期
設
定

統
計
数
値
の
知
れ
る
明
治
二
五
年
二
八
九
二
)
以
降
の
日
本
へ
の
朝
鮮
牛
の
年
間
輸
出
頭
数
は
、
図
1
の
通
り
、
一
一

0
年
代
は
、

0
0
0
頭
前
後
で
推
移
す
る
が
、
三

0
年
代
に
入
り
、

五
O
O
O
頭
前
後
、

四
0
年
代
に
入
る
と
一
万
五

0
0
0
頭
前
後
と
順
調
に
伸
び

二
O
O
O
頭
前
後
と
な
る
が
、

た
。
同
四
二
年
(
一
九
O
九
)
よ
り
急
減
し
、

四
三
年
二
九
一

O
)
の
「
日
韓
併
合
」
に
よ
る
内
地
並
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の
防
疫
対
策
や
施
設
が
整
備
さ
れ
る
過
程
で
大
正
三
、
四
年
(
一
九
一
四
、

一
五
)
頃
か
ら
再
び
急
増
し
、
大
正
七
、
八
年
二
九
一
八
、

一
九
)
頃
に
は
下
関
経
由
の
朝
鮮
牛
だ
け
で
年
間
四
万
頭
を
越
え
る
ま
で
に
な
る
。
そ
の
後
も
増
加
し
、
昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二
)
頃
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方/

検
疫

1 /同の輸叩頭数
(福浦検疫所経由)

期)(発展

二
重
係
留
検
疫
制

Illit-

-
i
j
J…
 

60-1 ~ 
千
頭

40 

30 

20 

50 

10 

0 
25 15 3 

(昭和)

13 11 9 7 3 5 
(大正)

45 43 41 

ま
で
は
、
年
間
五
万
頭
前
後
の
朝
鮮
牛
が
下
聞
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

山
出の

朝
鮮
生
牛
は
、
明
治
期
か
ら
第
二
次
大
戦
ま
で
に
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ
て
き

ゅ
多
，

脳
血
て
、
二
度
と
故
郷
に
帰
る
こ
と
な
く
一
生
を
日
本
で
終
え
た
。
日
本
の
農
業

の

市
)
関
を
支
え
日
本
人
の
胃
袋
に
入
っ
た
朝
鮮
生
牛
は
、
約
一
五

O
万
頭
前
後
に
上

白
吋

市
料
る
も
の
と
推
定
す
る
(
刊
)
O

羽
資

J
W
ち

4
央品問福入移入輸の本口はとI

Z
 

来
安頭出輸牛生国韓

こ
の
よ
う
な
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
朝
鮮
牛
の
輸
入
・
移
入
頭
数
の

年
々
に
よ
る
増
減
は
、

一
般
的
に
は
、
囲
内
の
牛
需
要
の
量
的
、
質
的
変
化

と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
①
牛
疫
の
有
無
、
②
朝
鮮
農
業
の
豊
凶
、
③
午
疫

予
防
の
為
の
法
的
規
制
等
が
、
直
接
の
要
因
で
あ
り
、
大
正
・
昭
和
期
の
移

入
頭
数
は
朝
鮮
半
島
の
朝
鮮
牛
生
産
に
お
け
る
再
生
産
能
力
の
限
界
つ
ま
り

最
大
限
可
能
な
移
出
頭
数
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
生
牛
輸
入

(
移
入

取
引
の
展
開
過
程
を
、
①
生
牛
輸
入
・
移
入
頭
数
、
②
家
畜
検

疫
制
、
③
検
疫
港
の
地
理
的
位
置
、
④
取
引
業
者
・
牛
馬
高
の
経
済
的
性
格
、

①
取
引
・
流
通
機
構
等
の
諸
点
か
ら
、
次
の

3
時
期
に
分
け
考
察
し
た
。

つ

図 1

ま
り
、
(
一
)
揺
藍
期
|
明
治
初
年
か
ら
同
二
八
年
!
、
(
一
一
)
成
長
期
明

治
二
九
年
か
ら
同
四
二
年
|
、
(
一
三
発
展
期
|
明
治
四
三
年
以
降
第
二
次



大
戦
ま
で
|
の
各
時
期
で
あ
る
。

四

朝
鮮
牛
輸
入
(
移
入
)

-
取
引
の
展
開
過
程

(ー)

揺
藍
期

l
明
治
初
年
か
ら
同
二
八
年
|

-取引の展開

問
題
と
す
る
朝
鮮
牛
輸
入
は
、
維
新
当
初
は
全
く
知
れ
な
い
が
、
主
に
牛
皮
と
し
て
か
な
り
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
六
月
、
わ
が
国
上
海
在
留
出
張
官
員
イ
ン
デ
ィ
ロ
ン
グ
へ
の
上
海
米
国
駐
在
領
事
テ
ィ
・
ワ
ィ
・
マ
ク
ガ

ワ
ン
か
ら
の
通
告
分
を
要
約
(
日
)
す
れ
ば
、
「
シ
ベ
リ
ア
海
岸
に
リ
ン
ド
ル
ペ
ス
ト
二
種
の
伝
染
病
の
名
)
流
行
起
こ
り
追
々
蔓
延
日
本

明治・大正期に於ける朝鮮午輸入(移入)

へ
も
伝
染
す
べ
き
有
様
で
あ
る
。
こ
の
疫
で
英
国
で
は
、
家
畜
五
高
頭
余
り
死
亡
。
そ
こ
で
、
第
一
に
朝
鮮
或
は
シ
ベ
リ
ア
地
方
か
ら
の

日
本
諸
島
へ
家
畜
を
移
す
べ
か
ら
ず
。
蔦
一
時
疫
起
こ
り
た
る
時
は
、
伝
染
獣
類
は
残
ら
ず
打
殺
し
其
屍
骸
を
焼
捨
て
る
こ
と
。
」
と
あ

り
、
政
府
は
、
直
ち
に
同
年
六
月
七
日
付
け
で
厳
原
藩
に
対
し
、
「
伝
染
病
予
防
之
儀
ニ
付
別
紙
之
通
御
布
告
相
成
候
候
其
藩
従
来
朝
鮮

国
ヨ
リ
牛
皮
輸
入
之
儀
当
分
之
処
厳
禁
可
致
事
」
太
政
官
御
沙
汰
を
布
告
し
、
対
馬
厳
原
経
由
で
の
朝
鮮
牛
の
生
皮
輸
入
を
禁
止
し

た
(
ロ
)
。
し
か
し
僅
か
三
ヶ
月
で
こ
の
布
告
は
解
除
さ
れ
た
。

問
題
は
、
何
故
早
く
畜
産
物
輸
入
の
禁
止
を
解
い
た
の
か
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
①
明
治
初
年
よ
り
の
盛
ん
に
な
っ
た
朝
鮮
牛
皮
・
牛

骨
等
の
輸
入
禁
止
が
、
特
に
大
坂
を
中
心
と
す
る
地
域
の
皮
革
産
業
上
困
る
こ
と
、
②
あ
ま
り
に
も
シ
ベ
リ
ア
沿
岸
を
意
識
し
た
為
に
北

海
道
に
対
す
る
防
疫
体
制
は
続
け
た
が
、
西
の
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
防
疫
体
制
を
軽
視
し
た
為
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
早
期
解
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除
が
、
同
六
年
(
一
八
七
三
)
七
、
八
月
か
ら
の
近
畿
地
方
を
中
心
と
す
る
大
牛
疫
流
行
の
原
因
と
も
な
る
。
こ
の
牛
疫
流
行
に
つ
い
て

勝
島
は
、
「
六
年
の
夏
ヨ
リ
冬
ニ
亙
リ
牛
疫
大
三
菱
延
シ
四
万
二
千
三
百
頭
ヲ
弊
シ
其
流
行
区
域
ハ
京
都
、
大
阪
ノ
二
府
及
神
奈
川
、
兵
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釜山港積み出し朝鮮生牛(明治25年)

輸出月日 仕向地 品占 名 頭 数 死亡数 生存数

8月10日 備中玉鳥 和船栄福丸 42 不詳 不詳

8月22日 対馬巌原 和船妙見丸 8 不詳 不詳

ク 23日 対馬巌原 和船尾張丸 19 不詳 不詳

ク 29日 豊後臼 杵 和船若戎丸 26 19 7 

クク日 周防平尾 和船住賓丸 26 22 4 

ク 30日 筑前博多 和船金比羅丸 24 不詳 不詳

今日 対馬鹿見 和船金比羅丸 8 不詳 不詳

ク 31日 対馬佐須奈 手口船招徳丸 11 9 2 

9月14日 ，馬 関 和船伊勢吉丸 29 不詳 不詳

ク 19日 対馬関見 和船真勢丸 3 不詳 不詳

ク 27日 対馬佐須奈 和船幸 丸 4 不詳 不詳

。28日 鹿 a馬 手口船栄寿丸 11 不詳 不詳

表 1

庫
、
長
崎
、
名
東
、
和
歌
山
、
岐
阜
、
福
岡
、
白
川
、
愛
媛
、
佐
賀
、
新
治
、

三
重
、
度
会
、
筑
摩
、
千
葉
、
滋
賀
、
豊
岡
ノ
二
十
県
下
ニ
流
行
シ
就
中
和

歌
山
、
千
葉
ノ
二
県
ニ
於
テ
ハ
狙
獄
ヲ
極
メ
タ
リ
:
:
:
(
日
)
」
と
あ
る
。
こ

れ
ら
流
行
地
問
に
お
い
て
朝
鮮
牛
を
含
む
生
牛
取
引
・
流
通
が
少
な
か
ら
ず

行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

明
治
初
年
の
こ
れ
ら
朝
鮮
牛
皮
や
生
牛
輸
入
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
資
料

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
に
江

華
島
条
約
締
結
に
よ
り
釜
山
港
、
同
一
三
年
二
八
八

O
)
に
は
元
山
、
同

資料、農商務省農務局『牛疫調査j 48-49頁。

一
六
年
二
八
八
二
一
)
仁
川
開
港
に
よ
り
朝
鮮
生
牛
の
輸
入
が
、
小
型
帆
船

で
漸
次
行
わ
れ
始
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
朝
鮮
半
島
に
最
も
近
い
長
崎
県
下
の
明
治
二
六
年
(
一
八
九
三
)
調

べ
の
「
種
牛
馬
台
帳
白
)
」
に
よ
れ
ば
、
長
崎
県
対
馬
の
上
県
・
下
県
両
郡

下
の
種
牡
牛
総
頭
数
一
七
頭
の
う
ち
、
七
頭
が
朝
鮮
種
で
あ
り
、
同
じ
く
壱

岐
島
に
お
い
て
も
、
壱
岐
・
石
田
両
郡
の
種
牡
牛
九
頭
の
う
ち
二
頭
が
、
そ

の
他
五
島
列
島
に
お
い
て
も
、

一
、
二
頭
の
朝
鮮
種
が
種
牡
牛
に
選
ば
れ
飼

育
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
繁
殖
牛
飼
育
農
家
の
卓
越
す
る
地
域
で
は
、
種

付
け
に
対
し
て
は
強
い
関
心
を
一
不
し
、
優
良
牡
牛
を
そ
の
対
象
に
す
る
こ
と



-取引の展開明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)135 

明治期の家畜伝染病(主に牛疫)防疫概史

西 暦 明治

1871，06，07 4 太政官 第276号 悪性伝染病予防に関する布告

，06，07 太政官御沙汰 伝染病予防に就き牛皮輸入禁止の

，06，14 民 部 省 第 14号 悪性伝染病予防注意

，07，05 太政官 第329号 リコンドルペスト説の訳文頒布

1873，03 6 太政官布告 第 76号 家畜屍体利用に関する布告

，11，28 大蔵省達 第169号 伝染牛病死亡頭数調査届出の件

1876，02，29 9 内務省達 乙第 20号 牛疫処分仮条例

，03，07 内務省達 乙第 24号 伝染牛疫予防法並繁死後処置に関

1886，09，15 19 農商務省令 第 11号 獣類伝染病予防規則

，09，15 農商務省告示第 18号 獣類伝染病予防規則ニ関スル心得

1887，02 20 陸 軍 達 第 23号 軍馬伝染病取扱規則

1889，05，13 22 農商務省令 第 6号 獣類伝染病予防規則一部改正

1896，03，29 29 法 律 第 60号 獣疫予防法

1897，01，07 30 農商務省令 第 1号 獣疫予防法施行細則

，09，20 農商務省令 第 18号 牛疫検疫規則l

1900，01，22 33 農商務省令 第 5号 牛疫検疫規則の改正

1904，05噌06 37 農商務省令 第 6号 牛疫検疫規則の改正

1906，04，12 39 農商務省令 第 11号 牛疫検疫規則の廃止獣疫検疫規則

1908，07，22 41 農商務省令 第 16号 獣疫検疫規則の改正

1909，07，10 42 韓国法律 第 21号 輸出牛検疫法

1915，04，29 大 4 勅命令 第 l号 朝鮮獣疫予防令

，07，26 正 総管府令 第 76号 朝鮮移出牛検疫規則

表2

か
ら
考
え
て
、
こ
の
地
域
の
飼
育
農
民
に

よ
り
朝
鮮
午
の
優
秀
性
・
経
済
性
が
認
識

さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
た
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
種
牡
牛
の
四
割
を
朝
鮮

成作
種
が
占
め
る
と
い
う
高
い
比
率
を
示
す
対

h
H
J
 

一
世
馬
の
上
県
・
下
県
両
郡
下
で
は
、
既
に
明

卿
治
二
三
年
二
八
九

O
)
当
時
、
両
郡
下

応
の
牛
総
頭
数
三
二
四
三
頭
の
う
ち
六

O
六

書
官地

頭
が
朝
鮮
種
で
あ
り
、
雑
種
を
含
め
る
総

A

頭
数
に
占
め
る
朝
鮮
種
の
割
合
は
、
約
二

由人腕
割
余
り
に
達
し
て
い
る
さ
。
こ
の
よ
う

開
に
朝
鮮
半
島
に
近
い
長
崎
県
下
の
鳥
居

市
域
で
は
、
輸
入
朝
鮮
種
の
種
牡
牛
飼
育
が

吉腕
数
多
く
見
ら
れ
る
。

山
日
本
国
内
に
お
い
て
牛
疫
が
大
流
行
し

資
た
明
治
二
五
年
当
時
、
朝
鮮
半
島
で
は
釜
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同

sの

jddhHjZ4 

郡市別頭数
①大阪府両成都(956)
⑥和歌山県那賀郡(351)
⑪東京府接原郡(J92)
⑬大阪府日根郡(J45)

Ri 

.
A
f
 ，J

T
 

1000 1440 (頭)

…~て〕
⑤大阪府東成都(528)
⑩大阪洋.f1J六割¥(J94)
⑬大分県北海部郡(155)
@奈良県宇符郡(117)

11長崎県〔南松浦郡(i94) ③和歌山県伊都郡(779) ④n-Nü\~神戸市(592)

⑦大阪府大品郡(351) ③奈良県お上郡(218) ⑨東京府芝区(213)
⑫三草県北牟婁郡(l9Z) ⑬神奈川県久良岐郡(J89) ⑬愛媛県判学都(J57)
⑫奈良県吉野郡(J4l) ⑬奈良県両市都(J40) ⑬大阪府河内都(119) 

図2 朝鮮牛輸入経路と牛疫による死亡・撲殺頭数(明治25、26年)
資料、農尚務行E4務)，，)r'j-_j長調ft.o等により作成



山
港
、
元
山
港
お
よ
び
仁
川
港
と
の
三
港
が
開
港
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
日
本
へ
の
主
な
朝
鮮
牛
積
出
し
港
・
釜
山
港
か
ら
、
同
年
八
、

九
月
中
に
輸
入
さ
れ
た
生
牛
二
二
一
頭
は
、
表
1
の
通
り
(
凶
)
、

二
二
隻
の
帆
船
で
、
最
短
距
離
に
位
置
す
る
対
馬
を
最
多
と
し
、
九
州

の
筑
前
や
豊
後
、
瀬
戸
内
の
周
防
や
備
中
に
も
運
ば
れ
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

一
隻
の
積
載
頭
数
は
、

一
七
・
五
頭
平
均
で
は
あ
る
が
、

-取引の展開

近
距
離
に
位
置
す
る
対
馬
か
ら
の
帆
船
は
一
般
に
小
型
で
、
運
搬
頭
数
が
三
、
四
頭
か
ら
二

O
頭
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
遠
距
離
に
あ
る
備

中
玉
島
か
ら
の
和
船
は
四
二
頭
の
朝
鮮
牛
を
積
み
込
み
陸
揚
げ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
輸
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
多
く
は
後
述
の
牛
疫
流
行

に
関
す
る
引
用
記
述
の
通
り
、
陸
揚
げ
港
の
地
元
で
売
買
・
取
引
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
家
畜
検
疫
制
に
関
し
て
は
、
表
2
の
通
り
明
治
四
年
六
月
七
日
付
け
の
太
政
官
第
二
七
六
号
に
よ
る
「
悪
性
伝
染

明治・大正期に於ける朝鮮午輸入(移入)

病
予
防
に
関
す
る
布
告
」
及
び
同
日
の
厳
原
藩
に
対
す
る
太
政
官
御
沙
汰
に
よ
り
、
は
じ
め
て
海
港
検
疫
の
濫
傷
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た

も
の
の
、
同
六
年
の
牛
疫
大
流
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
同
九
年
の
内
務
省
達
乙
第
二

O
号
寸
牛
疫
処
分
仮

条
約
」
及
び
農
商
務
省
令
第
一

一
号
「
獣
類
伝
染
病
規
則
L

(

明
治
一
九
年
九
月
一
五
日
)
で
も
、
囲
内
的
な
防
遁
対
策
と
し
て
評
価
出

来
る
も
の
の
、
こ
の
「
獣
類
伝
染
病
予
防
規
則
L

に
は
、
問
題
と
な
る
外
国
か
ら
の
病
毒
侵
入
の
防
止
に
対
す
る
検
疫
等
の
条
項
が
な
く
、

外
国
か
ら
の
伝
染
防
毒
侵
入
に
対
す
る
海
港
検
疫
が
、
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出
来
る
(
日
。

こ
の
時
期
の
朝
鮮
生
牛
の
取
引
・
流
通
経
路
を
知
る
に
は
、
牛
疫
発
生
地
と
そ
の
流
行
経
路
か
ら
そ
れ
ら
を
把
握
す
る
事
が
可
能
で
あ

る
。
圏
内
で
の
こ
の
時
期
の
牛
疫
流
行
は
、
明
治
六
、
七
年
の
大
流
行
と
同
二
五
、

二
六
年
の
流
行
と
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者

の
牛
疫
発
生
は
①
朝
鮮
半
島
・
大
陸
か
ら
直
輸
入
し
陸
揚
げ
さ
れ
た
港
・
地
先
、
朝
鮮
牛
等
輸
入
牛
を
取
引
き
す
る
牛
宿
・
牛
馬
市
場
等
、

137 

②
陸
揚
げ
さ
れ
た
港
か
ら
圏
内
の
朝
鮮
牛
取
引
・
流
通
路
や
そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
点
等
に
お
い
て
牛
疫
の
発
生
が
見
ら
れ
る
。
図
2
に
よ

り
朝
鮮
牛
流
通
経
路
を
検
討
し
た
い
。



138 

農
商
務
省
農
務
局
編
「
牛
疫
調
査
」
に
よ
る
と
、
初
発
地
は
、
長
崎
県
下
で
「
九
月
上
県
郡
ニ
於
テ
発
病
一
一
頭
艶
死
一
一
頭
、
南
松

浦
郡
ニ
於
テ
発
病
一
八
頭
幾
死
二
一
頭
撲
殺
六
頭
、
上
県
郡
病
原
ハ
同
郡
豊
八
島
善
七
同
郡
西
泊
村
山
原
万
作
下
県
郡
南
室
村
原
田
勝
右

衛
門
並
広
島
県
人
真
田
辰
五
郎
等
カ
輸
入
シ
タ
ル
朝
鮮
牛
ヨ
リ
発
生
シ
タ
ル
ニ
在
リ
(
翌
」
と
す
る
が
、
こ
の
長
崎
県
下
の
牛
疫
は
、
対

馬
、
壱
岐
及
び
五
島
等
の
島
興
地
域
に
限
ら
れ
流
行
し
、
他
府
県
へ
の
伝
染
は
な
い
。

つ
い
で
牛
疫
発
生
地
の
福
岡
、
大
分
両
県
で
は
、

い
ず
れ
も
同
年
一

O
月
一
六
日
と
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
県
下
の

牛
疫
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
「
本
年
九
月
初
旬
上
座
郡
杷
木
村
字
池
田
平
位
常
次
郎
ナ
ル
者
朝
鮮
国
ヨ
リ
同
地

図船
産
ノ
牛
十
二
頭
購
入
之
ヲ
那
珂
郡
安
村
大
字
今
光
藤
喜
一
ヘ
販
売
方
依
頼
:
:
:
一
頭
ハ
同
郡
岩
戸
村
大
字
後
野
へ
一

糊
頭
御
笠
郡
筑
紫
村
大
字
原
田
ヘ
一
頭
ハ
同
郡
御
笠
村
大
字
阿
志
へ
一
頭
ハ
夜
須
郡
中
津
村
大
字
吹
田
一
頭
ハ
同
郡
安

袖
野
村
大
字
高
場
等
ノ
五
箇
所
ヘ
販
売
:
:
:
(
印
)
」
と
し
、
他
府
県
へ
の
伝
染
は
な
い
。

性
問
題
は
、
大
分
県
下
の
牛
疫
流
行
で
あ
る
o

つ
ま
り
、
前
掲
図
2
の
通
り
こ
の
大
分
経
由
で
兵
庫
、
広
島
に
伝
播

半
平

巴
必
闘棚

し
た
牛
疫
が
、
大
阪
を
中
心
に
し
た
関
西
地
方
で
の
牛
疫
流
行
の
原
因
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
分
県
の
牛
疫
発
生

醐
は
、
「
去
月
(
九
月
)
中
旬
朝
鮮
ヨ
リ
県
下
北
海
部
郡
下
ノ
江
港
ニ
到
着
ノ
日
本
一
船
岡
田
牛
廿
四
頭
ヲ
積
ミ
来
レ
リ

揺
但
渡
来
ノ
途
次
馬
間
近
海
ニ
於
テ
一
頭
艶
死
セ
リ
ト
云
フ
該
輸
入
牛
着
港
ノ
節
九
頭
ハ
業
既
疾
患
ニ
擢
リ
居
リ
シ
モ

q
J
 

図
ノ
ニ
シ
テ
上
陸
後
終
ニ
繋
死
シ
健
牛
モ
亦
従
テ
之
ニ
感
染
、
ン
次
テ
死
亡
、
ン
今
僅
ニ
五
頭
ヲ
余
ス
ノ
ミ
但
シ
五
頭
ノ
朝

鮮
牛
ハ
今
日
ニ
至
ル
モ
感
染
ノ
模
様
ナ
シ
右
輸
入
午
ヨ
リ
同
村
ノ
和
牛
ニ
感
染
シ
之
レ
カ
為
メ
繁
レ
シ
モ
ノ
十
八
頭

ノ
多
キ
ニ
上
レ
リ
:
:
:
品
)
」
と
あ
る
が
、
そ
の
伝
染
地
域
は
、
北
海
部
郡
の
他
二
郡
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
「
九

月
三
十
日
大
分
県
ヨ
リ
類
似
牛
疫
ニ
擢
リ
タ
ル
牛
九
月
十
九
日
十
一
頭
尾
ノ
道
ニ
上
ケ
内
五
頭
ハ
船
中
艶
死
二
頭
ハ



積
戻
シ
四
頭
ハ
汽
車
ニ
テ
神
戸
ニ
送
ル
旨
ノ
電
報
ア
リ
・
:
・
:
(
幻
)
」
と
あ
る
様
に
、
他
府
県
へ
牛
疫
に
擢
病
し
た
和
牛
(
豊
後
牛
)
を
仕

向
け
た
結
果
と
し
て
関
西
地
方
で
の
午
疫
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。

つ
い
で
乳
肉
需
要
の
多
い
大
都
会
の
東
京
で
は
、
「
十
月
六
日
府
下
芝
区
白
金
今
里
町
共
有
屠
獣
場
ニ
牽
キ
来
リ
タ
ル
一
小
牛
ア
リ
疾

病
ノ
兆
候
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
屠
殺
ヲ
停
止
セ
リ
:
:
:
或
ハ
朝
鮮
牛
ニ
シ
テ
己
ニ
牛
疫
一
一
感
染
シ
居
リ
タ
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
ノ
疑
ナ
キ
能
ハ
ス

-取引の展開

:
:
云
)
」
と
あ
る
。
た
だ
、
隣
の
神
奈
川
県
下
の
牛
疫
は
、
「
本
県
下
牛
疫
発
生
ノ
原
因
ハ
詳
ナ
ラ
ス
ト
難
兵
庫
県
神
戸
ヨ
リ
輸
入
シ
タ

ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
(
お
)
」
と
さ
れ
、
他
府
県
へ
の
伝
播
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
朝
鮮
牛
取
引
・
流
通
機
構
は
、
図
3
の
よ
う
な
概
念
図
が
描
け
よ
う
。

つ
ま
り
、
基
本
的
に
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
生
牛
積

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

出
し
港
で
も
、

日
本
で
の
陸
揚
げ
港
に
お
い
て
も
海
港
検
疫
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
牛
疫
侵
入
に
対
す
る
防
疫
対
策
は
、
朝

鮮
半
島
で
の
牛
疫
流
行
に
つ
い
て
の
釜
山
港
駐
在
の
総
領
事
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
随
時
朝
鮮
生
牛
・
牛
革
輸
入
を
禁
止
す
る
や
り
方
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
期
か
ら
牛
馬
商
の
鑑
札
は
、
比
較
的
容
易
に
入
手
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
為
に
、
明
治
一

0
年
代
後
半
頃
、
長
崎

県
対
馬
、
壱
岐
島
や
山
口
・
福
岡
・
大
分
県
下
で
の
ρ

朝
鮮
通
い
H

の
牛
馬
商
人
は
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
の
一
部
の
商
人
が
、

い
わ
ば

H

冒
険
商
人
u

よ
ろ
し
く
牛
疫
の
危
険
を
知
り
つ
つ
も
帆
船
に
よ
る
朝
鮮
渡
航
を
企
て
、
朝
鮮
午
皮
・
生
牛
を
安
く
入
手
し
、
各
出
身
地

の
港
に
陸
揚
げ
し
そ
の
周
辺
地
域
で
新
た
な
販
売
先
を
開
拓
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、
韓
国
か
ら
の
輸
入
生
牛
・
皮
骨
類
の
公
認
さ
れ
た
陸
揚
げ
港
は
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
の
他
七
港
(
北
海
道
・
小

棒
、
富
山
・
伏
木
、
山
口
・
下
関
、
福
岡
・
博
多
、
長
崎
・
厳
原
、
鹿
見
、
佐
須
式
市
)
で
あ
る
が
、
そ
の
他
密
輸
に
よ
る
陸
揚
げ
港
の
存
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在
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
朝
鮮
半
島
に
近
い
下
開
港
は
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
、
上
海
航
路
の
定
期
船
寄
港
地
と
な
り
、

同
二
ハ
年
に
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
、
翌
年
対
韓
貿
易
の
拠
点
港
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
二
四
年
(
一
八
九
二
に
は
大
阪
商
船
が
下
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韓国の日本および露国への輸出港別生牛頭数

露 国 日 本 日本 韓国

輸入 輸出

元山 城津 釜山 群山 仁川 頭数 頭数

明治25年 133 。 133 529 

26 111 O 810 921 1，057 

27 48 O 1，321 1，369 1，463 

28 O O 309 309 342 

29 46 O 760 806 990 

30 O O 678 678 950 

31 24 O 884 総数(うち日本) 908 1，269 

32 1，064 O 409 155 141 1，628 1，630 

33 2，279 O 1，271 2，053 543 5，603 5，633 

34 3，380 1，592 1，272 496 494 6，740 13，611 

35 5，194 67 520 17 13 1，287 6，552 

36 2，793 663 21 46 28 783 3，599 

37 63 1，303 13 1，379 1，805 

38 4，221 

39 (露国輸入頭数) 10，646 

40 5，578 19，787 30，859 

41 6，570 18，060 24，630 

42 9，432 2，493 11，925 

43 17，059 1，309 

44 17，508 2，152 

45 3，150 (3，697) 

表3

関
・
赤
間
開
港
を
停
泊
地
と
し
、
同

七
年
二
八
九
四
)
に
赤
間
開
港
湾
の

一
部
を
な
す
彦
島
沿
岸
の
江
之
浦
に
検

疫
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
忌
)
O

こ
の

資料、韓国貿易年表、農商務省農務局『第二次牛疫調査』などによる。

下
開
港
は
、
明
治
初
年
以
来
の
朝
鮮
半

島
・
中
国
大
陸
へ
の
侵
略
政
策
下
に
お

い
て
、
本
土
縦
貫
鉄
道
の
起
・
終
点
、

朝
鮮
へ
の
連
絡
要
点
と
い
う
地
理
的
位

置
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、

こ
の
時
期
港
湾
改
修
、
築
港
等
に
よ
る

港
湾
形
成
と
そ
の
機
能
を
拡
大
し
て
い

る(お
)
O

」
の
時
期
、
下
関
に
在
住
す
る
道
森

万
次
郎
氏
は
朝
鮮
午
輸
入
業
の
先
駆
者

的
役
割
を
果
た
し
た
。

つ
ま
り
、
道
森

紋
平
(
文
久
元
年
生
)
の
長
男
と
し
て

下
関
市
園
田
町
(
現
在
の
本
町
一
丁
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目成長期
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開
港

-
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疫
港

-
主
要
検
疫
港
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磁
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台
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朝鮮牛の輸出・移出経路と日本における朝鮮牛飼育地域の拡大図4
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司
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目
)
に
生
ま
れ
た
万
次
郎
(
天
保
二
二
年
)
は
、
明
治
維
新
高
杉
晋
作
の
奇
兵
隊
の
伍
長
を
勤
め
た
人
物
で
、
農
耕
の
か
た
わ
ら
牛
馬
商

を
兼
ね
、
明
治
半
ば
頃
か
ら
自
ら
渡
鮮
し
、
買
付
け
に
あ
た
り
、
生
牛
七
、
八
頭
ず
つ
和
船
に
積
ん
で
自
ら
も
同
船
し
一
週
間
が
か
り
で

下
関
に
輸
送
し
た
長
)
0

当
時
を
偲
ぶ
に
、
「
明
治
二
七
年
一

O
月
一

O
日

火
葬

朝
鮮
牛
三
九
頭
霊

大
日
本
牛
疫
流
行
ス
庁
官
ノ
命

而
火
葬
ス

道
森
万
次
郎
」
の
書
き
写
し
が
現
存
す
る
。
ま
た
、
大
分
県
北
海
部
郡
下
ノ
江
村
の
朝
鮮
通
い
の
牛
馬
商
人
・
佐
藤
伊
佐
五

郎
に
つ
い
て
、
彼
の
報
恩
記
念
碑
(
主
に
よ
る
と
、
「
故
佐
藤
伊
佐
五
郎
翁
、
資
性
温
厚
仁
慈
ニ
富
ム
明
治
一
八
年
牛
馬
売
買
業
ヲ
始
ム
。

同
三
十
六
年
本
郡
同
業
者
組
合
成
立
以
来
其
組
合
長
ニ
推
薦
セ
ラ
レ
在
任
廿
余
年
是
ヨ
リ
崎
朝
鮮
牛
輸
入
ノ
方
法
ヲ
研
究
シ
奮
然
志
ヲ
決

シ
衆
ニ
卒
先
シ
テ
朝
鮮
各
地
ヲ
歩
猟
シ
或
時
ハ
暴
風
激
浪
ニ
九
死
一
生
ヲ
得
或
時
ハ
牛
疫
発
生
以
テ
屠
殺
ノ
悲
境
ニ
遭
遇
、
ン
其
倒
産
ニ
瀕

ス
ル
コ
ト
再
参
ニ
及
ピ
シ
モ
翁
ノ
意
志
ハ
確
固
ト
シ
テ
古
宅
モ
屈
境
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
常
ニ
人
事
ヲ
尽
シ
テ
天
命
ヲ
待
ツ
ノ
覚
悟
ヲ
以
テ

年
々
数
百
頭
ヲ
輸
入
シ
テ
三
十
年
ニ
及
ピ
功
績
益
偉
大
ナ
ル
ヲ
信
ス
:
:
:
」
と
あ
り
、
当
時
の
朝
鮮
生
牛
輸
入
に
先
鞭
を
つ
け
る
苦
労
、

ま
た
牛
疫
に
よ
る
損
害
な
ど
を
克
服
し
、

い
わ
ゆ
る
豊
後
朝
鮮
牛
(
お
)
の
基
礎
を
築
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
朝
鮮
通
い
牛
馬
商
は
、
対

馬
・
壱
岐
島
を
は
じ
め
北
部
九
州
・
山
口
、
瀬
戸
内
沿
岸
地
域
の
港
を
基
地
に
し
少
な
か
ら
ず
居
住
し
、
成
長
す
る
者
も
い
た
。

に)

成
長
期
明
治
二
九
年
か
ら
同
四
二
年
|

こ
の
時
期
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
生
牛
輸
出
を
め
ぐ
っ
て
は
、
表
3
の
通
り
日
本
と
露
国
と
で
、
若
干
の
輸
入
頭
数
に
年
に
よ
る
多
寡
は

在
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
こ
の
露
領
浦
塩
(
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
)
と
日
本
と
が
相
半
ば
し
た
関
係
に
あ
り
、
図
4
は
韓
鮮
国
の
輸
出

向
け
生
牛
飼
育
地
域
が
、
北
韓
と
南
韓
と
の
こ
大
供
給
地
域
へ
の
分
化
を
意
味
し
て
い
る
。
北
韓
か
ら
露
領
へ
食
用
牡
牛
(
大
型
牛
)
が

元
山
や
城
津
両
港
を
中
心
に
し
て
輸
出
さ
れ
、

一
方
で
は
南
韓
か
ら
日
本
向
け
に
二
歳
牝
牛
(
小
型
牛
)
が
釜
山
港
か
ら
輸
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
関
係
が
見
ら
れ
る
。



つ
ま
り
、

日
露
戦
争
後
の
「
日
本
ニ
向
ケ
輸
出
ス
ル
ハ
主
ト
シ
テ
釜
山
付
近
ノ
海
港
ヨ
リ
積
出
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
邦
居
留
民
ノ
手
ニ

テ
買
集
メ
之
ヲ
九
州
、
中
国
及
四
園
地
方
ニ
輸
送
ス
。
輸
出
港
ハ
釜
山
、
仁
川
、
馬
山
ト
ス
下
関
検
疫
所
ニ
於
テ
開
ク
所
ニ
依
レ
ハ
右
ノ

外
巨
済
島
、
蔚
山
、
南
海
島
、
統
営
、
キ
サ
ン
港
等
ノ
各
地
ヨ
リ
入
港
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
云
ヒ
馬
山
ニ
於
テ
聞
ク
所
ニ
依
レ
ハ
日
本
船
ニ

シ
テ
慶
尚
、
全
羅
沿
岸
及
其
属
島
殊
ニ
固
城
、
統
営
、
油
川
、
南
海
島
、
普
州
、
牧
場
、
巨
済
、
比
珍
島
、
長
蛇
島
、
龍
華
島
等
へ
木
材
、

-取引の展開

燐
寸
、
甘
藷
等
を
積
来
リ
帰
航
ノ
際
活
牛
ヲ
積
込
ミ
密
輸
入
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
云
(
却
)
」
と
あ
り
、
朝
鮮
生
牛
は
、
釜
山
港
か

ら
和
船
積
み
に
さ
れ
、

一
隻
で
多
く
は
三
O
頭
、
少
な
く
と
も
一
O
頭
程
度
が
搭
載
さ
れ
、
馬
関
(
下
関
)
、
厳
原
な
ど
で
検
疫
後
、
解

放
さ
れ
、
お
も
に
九
州
、
中
国
及
、
ひ
四
国
の
諸
県
、
特
に
山
口
、
岡
山
、
広
島
、
大
分
や
長
崎
諸
県
が
そ
の
主
な
陸
揚
げ
地
と
な
っ
て
い

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

る。
明
治
四
O
年
(
一
九
O
七
)
四
月
か
ら
獣
疫
検
疫
業
務
を
開
始
し
た
福
岡
県
港
務
部
の
報
告
書
(
ぎ
に
よ
れ
ば
、

四
月
か
ら
八
月
ま
で

の
僅
か
五
ヵ
月
間
で
、
朝
鮮
生
牛
が
、
六
一
二
七
頭
、
馬
八
頭
、
豚
三
頭
の
他
、
牛
皮
九
万
四
六
二
一
斤
、
羊
皮
一
四
O
O
斤
等
や
牛
骨

四
六
万
五
O
四
二
斤
等
の
輸
入
実
績
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
輸
入
朝
鮮
牛
の
特
徴
を
性
別
と
年
齢
構
成
で
見
る
と
、
性
別
で
は
、
牡

牛
が
圧
倒
的
に
多
く
総
数
の
九
九
・
七
%
を
占
め
、
ま
た
年
齢
別
で
は
一
、

二
歳
の
子
牛
が
六
二
・
一
%
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
同
じ
資
料
か
ら
朝
鮮
牛
の
積
出
し
港
及
び
陸
揚
げ
港
に
つ
い
て
見
る
。
最
大
の
積
み
出
港
は
、
釜
山
港
で
八
了
四
%
、

っ
し、

で
馬
山
浦
九
・
二
%
、
群
山
、
仁
川
、
木
浦
、
晶
着
洞
、
生
口
港
そ
の
他
四
港
を
含
む
一

一
港
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
国
内
で
の
陸
揚
げ

港
に
は
、
九
州
、
中
・
四
園
地
方
の
二
O
港
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
輸
入
朝
鮮
牛
の
陸
揚
げ
港
の
中
で
、
最
多
の
五
一
三
四
頭
つ
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ま
り
総
数
の
八
二
・
O
%
を
占
め
た
下
関
市
が
、
独
占
的
地
位
に
あ
り
、

つ
い
で
大
分
県
北
海
部
郡
津
組
村
、
岡
県
同
郡
臼
杵
町
同
じ
く

下
ノ
江
村
が
多
く
一
五
六
頭
、

一
四
八
頭
、

一
一
四
頭
を
数
え
る
。
そ
の
他
は
、
香
川
県
高
松
市
(
一
O
七
頭
)
、
島
根
県
温
泉
津
町
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(
九
六
頭
)
、
福
岡
県
小
倉
市
(
六
九
頭
)
、
香
川
県
和
田
浜
村
(
六
四
頭
)
、
大
分
県
青
江
村
(
六
一
三
頭
)
の
諸
港
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
港

は
、
例
外
的
に
日
本
海
の
壱
岐
烏
高
津
村
(
一
二
頭
)
で
の
陸
揚
げ
が
見
ら
れ
他
は
い
ず
れ
も
瀬
戸
内
海
と
豊
後
水
道
に
臨
む
港
で
あ
る
。

こ
れ
ら
陸
揚
げ
二

O
港
で
見
る
限
り
、
明
治
二

0
年
代
で
の
主
な
陸
揚
げ
地
と
し
て
の
対
馬
や
壱
岐
島
の
名
前
が
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の

変
化
が
、
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
指
摘
出
来
る
。

さ
ら
に
、
明
治
期
に
お
い
て
最
大
の
輸
入
頭
数
を
記
録
し
た
明
治
四

O
、
四
一
年
の
両
年
で
は
、
輸
入
頭
数
は
一
万
五

0
0
0
頭
余
り

に
達
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
四
一
年
の
日
本
国
内
で
の
牛
疫
大
流
行
に
よ
っ
て
、
三
三

O
O
頭
余
り
の
繁
死
・
撲
殺
頭
数
を
記
録
し
、

二
八
万
円
余
り
の
国
費
の
他
に
、
莫
大
な
損
害
を
被
り
、
大
き
な
不
安
と
疑
問
を
牛
飼
者
に
与
え
た
五
百
こ
の
結
果
、
日
本
国
内
で
の

朝
鮮
牛
を
嫌
悪
す
る
傾
向
が
、
農
民
や
輸
入
業
者
間
に
広
が
り
、
四
二
年
に
輸
入
頭
数
は
、
著
し
く
減
少
し
、
前
年
比
の
僅
か
一
割
余
り

の
二

0
0
0
頭
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
比
較
的
順
調
に
伸
び
て
き
た
朝
鮮
牛
輸
入
も
こ
の
同
四
一
年
の
牛
疫
大
流
行
の
為
に

一
大
頓
座
を
来
し
た
。

こ
の
期
の
輸
入
頭
数
の
増
加
は
、
「
近
来
山
陽
道
の
東
部
な
る
尾
の
道
(
備
後
)
姫
路
(
播
磨
)
等
の
畜
牛
市
場
に
於
て
す
ら
韓
牛
の

多
数
を
見
る
に
至
り
、
其
販
路
益
々
拡
張
す
る
の
実
況
を
呈
せ
り
(
辺
)
」
と
朝
鮮
牛
飼
育
地
域
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
(
前
掲
図
4
参
照
)
。

こ
の
様
な
朝
鮮
生
牛
の
輸
入
増
加
の
一
因
は
、
日
韓
関
係
の
上
で
は
、
日
露
戦
争
後
に
韓
国
は
日
本
の
統
監
政
治
下
と
な
り
、
日
韓
二

重
繋
留
検
疫
制
が
可
能
と
な
り
、
本
格
的
な
牛
疫
予
防
対
策
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
側
の
事
情
は
、
生
牛
輸
出
は
輸
出
額
か
ら

見
る
と
、
米
、
大
豆
に
次
ぐ
第
三
位
の
地
位
に
あ
り
、
こ
の
生
牛
の
日
本
や
露
国
へ
の
安
定
的
な
輸
出
が
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
生
牛
輸
出
の
金
額
が
、
牛
皮
の
輸
出
額
を
上
回
り
、
生
牛
輸
出
を
安
定
し
た
も
の
に
転
換
す
る
必
要
が
韓
国
側
に
あ
り
、
ま
た
日

本
側
に
は
、
国
内
の
牛
肉
需
要
の
拡
大
と
農
耕
用
朝
鮮
牛
の
飼
育
上
の
有
利
性
が
認
識
さ
れ
、
朝
鮮
牛
輸
λ
を
要
請
す
る
国
内
事
情
も
存



在
し
て
い
た
。
日
本
主
導
で
の
釜
山
港
に
設
置
さ
れ
た
輸
出
午
検
疫
所
己
)
は
、
明
治
四
二
年
八
月
に
関
所
し
た
。
約
一
万
坪
余
り
の
敷

地
に
、

五
棟
の
牛
舎
を
建
て
、

一
時
に
三

O
O
頭
収
容
可
能
な
繋
留
検
疫
所
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
三
七
年
以
後
は
日
本
側
の
陸
揚
げ
検

疫
港
は
、
山
口
県
下
彦
島
村
福
浦
検
疫
所
に
一
本
化
さ
れ
、
こ
こ
を
経
由
し
て
の
輸
入
・
移
入
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
の
開
港
検
疫
港
は
、
牛
疫
発
生
の
度
に
検
疫
に
関
す
る
以
下
の
通
り
の
省
令
公
布
が
な
さ
れ
、
公
認
陸
掲
げ
港
が
減
じ
ら
れ
、

-取引の展開

限
定
さ
れ
た
為
、
そ
の
位
置
が
し
ば
し
ば
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
農
商
務
省
告
示
第
八
号
(
明
治
三
一
年
四
月
四
日
)
に
よ
り

こ
れ
ま
で
の
公
認
陸
揚
げ
港
の
う
ち
七
港
(
竺
が
「
獣
疫
予
防
法
」
の
第
一
五
条
に
よ
り
、
韓
国
か
ら
の
生
午
・
牛
皮
等
の
輸
入
禁
止
と

な
り
、

つ
い
で
農
商
務
省
告
示
第
九
号
(
明
治
三
一
年
四
月
五
日
)
で
は
、
「
韓
国
内
地
ニ
牛
疫
流
行
ス
ル
ニ
付
同
国
ヨ
リ
牛
畜
及
其
ノ

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

皮
骨
類
ヲ
搭
載
シ
来
ル
船
舶
ニ
対
シ
明
治
二
十
九
年
法
律
第
六
十
号
獣
疫
予
防
法
第
十
五
条
ニ
依
リ
明
治
三
十
一
年
四
月
五
日
ヨ
リ
左
ノ

三
港
ニ
於
テ
検
疫
ヲ
施
ス
但
同
国
釜
山
港
本
邦
領
事
ノ
検
疫
誼
ヲ
有
シ
他
ノ
有
病
地
ヲ
経
ス
直
港
ス
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
特
ニ
其
ノ
検
疫

ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

兵
庫
県
下
神
戸
港

長
崎
県
下
長
崎
港
」
と
僅
か
三
港
の
み
に
朝
鮮
牛
の
輸
入
陸
揚
げ

神
奈
川
県
下
横
浜
港

港
を
限
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
相
次
ぐ
省
令
公
布
は
、
各
地
で
多
発
す
る
牛
疫
流
行
を
、
海
港
検
疫
に
よ
る
つ
ま
り
水
際
で
防
止
す
る
為
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
現
実
に
は
釜
山
に
あ
る
帝
国
領
事
館
の
明
治
三
一
年
四
月
の
報
告
(
ぎ
に
あ
る
次
の
指
摘
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

①
四
月
中
の
本
邦
輸
出
頭
数
は
、

五
五
頭
で
三
月
に
較
べ
一
層
の
減
少
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
原
因
に
は
、
単
に
北
朝
鮮
地
方
で
の
牛
疫

発
生
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
四
月
四
日
を
以
て
農
商
務
省
告
示
第
八
号
に
よ
る
検
疫
港
の
制
限
つ
ま
り
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
の
三
港
以
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外
の
港
で
は
朝
鮮
よ
り
生
牛
及
び
皮
革
類
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
主
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と
、
③
多
数
の
渡
韓
す
る
購
買
者
の
多

く
は
、
大
分
及
ぴ
福
岡
県
民
で
、
従
来
は
輸
入
し
た
生
牛
は
、
対
馬
に
寄
港
し
税
関
手
続
き
を
し
て
地
元
に
帰
る
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
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下関の家畜市場・牛宿別朝鮮牛輸入実績、(明治41年 6 月 ~7 月)表 4

仕向先郡市名取引頭数市場・牛宿名

417頭数…豊浦郡、岡山、尾道、姫路下関家畜市場①
 

220頭数…丸亀、尾道、淡路、岐阜、姫路道森万次郎宅② 

136頭数…豊浦郡、岡山、熊本韓国家音株式会社① 

145頭数…北海部郡、広島、福岡県下、豊浦郡福 j甫家畜市場④ 

の
が
、
今
回
は
長
崎
港
か
神
戸
港
に
迂
回
寄
港
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
為
に
、
多
く
の
日
数
と
費
用
が

か
か
る
こ
と
、
さ
ら
に
④
商
取
引
の
機
会
を
失
い
、
し
か
も
生
牛
の
健
康
を
損
な
う
こ
と
等
を
指
摘

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
月
の
報
告
で
も
、
「
大
分
、
愛
媛
、
高
知
、
山
口
及
び
対
州
地
方
の
者
は
、

農
商
務
省
よ
り
の
牛
畜
検
疫
の
告
示
発
布
以
来
指
定
港
に
於
て
検
疫
を
受
け
る
た
め
迂
回
の
航
路
に

資料:農商務省農務局『第四次獣疫調査報告書』、 410-415貰より作成

多
数
の
時
日
を
要
し
得
失
償
は
さ
る
か
た
め
爾
来
一
人
の
渡
航
者
を
見
る
事
な
く
恰
も
同
告
示
の
廃

止
を
待
ち
っ
、
あ
る
か
ご
と
き
有
様
な
り
誌
に
と
あ
り
、
検
疫
港
の
少
数
限
定
が
輸
入
業
者
に
と

つ
て
は
、
大
き
な
問
題
と
な
り
、

や
や
も
す
れ
ば
釜
山
領
事
と
輸
入
業
者
間
の
癒
着
を
う
み
易
い
状

況
に
あ
っ
た
。

こ
の
様
な
、
状
況
下
で
「
牛
疫
検
疫
規
則
」
(
農
商
務
省
令
第
五
号
、
明
治
三
三
年
一
月
)
の
改

正
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
検
疫
港
は
神
戸
と
長
崎
両
港
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
両
港
は
牛
舎
の
建
設

な
ど
常
設
的
検
疫
港
と
し
て
の
設
備
を
整
え
た
が
、
北
部
九
州
、

四
国
、
中
園
地
方
に
多
く
住
む
朝

鮮
生
牛
輸
入
業
者
に
と
っ
て
、
こ
の
両
港
へ
の
限
定
は
さ
ら
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

西
日
本
地
方
の
朝
鮮
牛
、
京
浜
地
方
の
乳
牛
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
、
朝
鮮
半
島
へ
の

「
出
買
い
」
や
欧
米
か
ら
の
輸
入
要
求
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
政
府
は
早
く
も
明
治
三

七
年
五
月
に
、
神
奈
川
県
横
浜
港
と
長
崎
県
厳
原
港
、
山
口
県
下
開
港
の
三
一
港
を
検
疫
港
と
し
て
追

加
指
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
韓
国
と
の
問
で
第
一
次
日
韓
協

約
、
第
二
次
日
韓
協
約
等
の
締
結
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
で
の
日
本
人
の
経
済
活
動
が
一
段
と
容
易
と
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な
る
。そ

の
後
、
こ
れ
ま
で
の
牛
疫
検
疫
規
則
を
廃
止
し
、
次
の
よ
う
な
獣
疫
検
疫
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。

農
商
務
省
令
第
十
一
号

明
治
三
十
九
年
四
月
十
二
日

「
獣
疫
検
疫
規
則

成長期の朝鮮生牛流通機構概念図

第

条

韓
国
、
清
園
、
西
伯
利
亜
其
ノ
他
検
疫
官
ニ
於
テ
有
病
地
ト
認
ム
ル
諸
港
ヨ
リ
又
ハ
之
ヲ

経
テ
獣
類
其
ノ
屍
体
及
骨
類
其
ノ
他
獣
疫
伝
播
ノ
ア
ル
物
品
ヲ
輸
入
ス
ル
船
舶
ハ
検
疫
ヲ

受
ク
ヘ
シ
検
疫
ヲ
行
フ
獣
疫
ノ
種
類
ハ
牛
疫
、
炭
痘
、
鼻
痕
並
ニ
流
行
性
鷲
口
癒
ト
ス

第
二
条

検
疫
ハ
行
ハ
神
奈
川
県
横
浜
港
、
兵
庫
県
神
戸
港
、
長
崎
県
長
崎
港
、
岡
県
厳
原
港
、
山

口
県
下
開
港
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ
:
:
:
」

こ
れ
に
よ
り
、
有
病
地
の
明
確
な
指
定
と
五
つ
の
海
港
検
疫
港
の
指
定
と
に
加
え
、
さ
ら
に
山
脇
は
、

①
牛
疫
の
他
の
伝
染
病
に
つ
い
て
も
検
疫
を
施
行
す
る
こ
と
、
②
一
定
の
係
留
期
間
を
規
定
(
一

O
日
以

図5

内
)
し
、
従
来
の
不
統
一
を
是
正
し
た
点
の
二
点
に
つ
い
て
こ
の
「
獣
疫
検
疫
規
則
」
を
高
く
評
価
し

た
(
幻
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
則
に
よ
っ
て
も
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
か
ら
の
牛
疫
病
毒
侵
入
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
ず
、

つ
い
に
日
韓
で
の
鮮
牛
二
重
係
留
検
疫
制
を
取
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
二
重
係
留
検
疫
制
で
は
、
釜
山
検
疫
所
で
九
日
間
、
釜
山
港
で
積
み
込
ま
れ
二
日
間
程
度
の
船
旅

の
の
ち
、

日
本
の
下
関
市
に
近
い
彦
島
村
福
浦
輸
入
獣
類
検
疫
所
に
お
い
て
九
日
間
の
係
留
検
疫
後
に
解

放
さ
れ
る
。
こ
の
二
重
検
疫
制
の
実
施
に
よ
り
、
輸
入
朝
鮮
牛
の
ほ
と
ん
ど
は
、
釜
山
港
と
下
関
・
福
浦
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港
経
由
と
な
っ
た
。
そ
の
為
に
表
4
の
通
り
、
輸
入
業
者
に
よ
っ
て
、
下
関
市
内
及
び
そ
の
近
辺
に
解
放
後
の
朝
鮮
牛
を
売
り
さ
ば
く
常

設
の
本
格
的
な
家
畜
市
場
・
牛
宿
が
開
設
さ
れ
、
こ
の
地
に
国
内
各
地
か
ら
朝
鮮
牛
を
求
め
て
牛
馬
商
が
参
集
し
、
彼
ら
の
手
で
各
地
に

流
れ
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
明
治
三
四
年
山
陽
鉄
道
が
下
関
ま
で
開
通
し
、
本
土
縦
断
鉄
道
が
完
成
し
た
の
を
機
と
し
、
明
治
後
期
か
ら
の
め
ざ
ま
し
い

鉄
道
延
長
は
、
立
牛
取
引
と
い
う
特
殊
な
商
品
の
大
量
輸
送
に
よ
り
距
離
・
時
間
の
短
縮
を
可
能
と
し
、
家
畜
市
場
の
統
一
と
拡
大
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
(
お
)
O

こ
の
山
陽
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
下
闘
が
帆
船
に
よ
る
海
路
及
び
陸
路
の
起
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、

朝
鮮
牛
の
囲
内
取
引
・
流
通
の
拠
点
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
、
朝
鮮
牛
の
圏
内
取
引
・
流
通
は
、
農
耕
牛
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て
か
ら
肥
育
さ
れ
肉
牛
と
し
て
の
流
通
す
る
と
い
っ
た

二
面
性
を
有
し
た
こ
と
か
ら
、
年
齢
に
よ
り
近
世
的
・
伝
統
的
な
牛
馬
流
通
経
路
と
他
方
新
た
に
形
成
さ
れ
た
肉
用
屠
殺
牛
(
屠
牛
・
食

牛
)
取
引
・
流
通
の
双
方
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
図
5
の
よ
う
な
朝
鮮
牛
(
生
牛
及
び
屠
牛
)
取
引
・
流
通
機
構
を
見
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
下
関
に
在
住
す
る
道
森
万
次
郎
氏
は
、
こ
の
時
期
、
商
い
鑑
札
「
明
治
三

O
年
四
月
一
日

諸
営
業
鑑
札

第

3
8
0
号

商

5
7
3
5
口す

長
門
国
赤
間
関
市
大
字
関
後
地
村
第
六
番
地
」
及
び
朝
鮮
渡
航
の
為
の
旅
券
「
明
治
三
三
年
二
月
一
一
一
日

韓
国
釜
山

以
旅
券
ヲ
朝
鮮
国
ヘ
往
復
1

三
カ
年
有
効
」
と
を
得
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
三

0
年
代
前
半
に
彼
の

H

朝
鮮
通
い
μ

が
軌
道
に
乗
り
始
め

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
囲
内
で
の
朝
鮮
牛
の
声
価
が
高
ま
る
に
連
れ
、
従
来
の
和
船
輸
送
で
は
需
要
に
応
じ
き
れ
ず
、
ま
た

海
上
輸
送
の
危
険
性
も
考
慮
し
て
日
露
戦
争
後
ま
も
な
く
五

0
0
ト
ン
級
の
専
用
汽
船
を
購
入
し
、
釜
山
か
ら
下
関
聞
を
一
日
で
輸
送
し

た(扮
)
0

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
牛
輸
入
業
者
は
、
明
治
二

0
年
代
よ
り
朝
鮮
牛
を
求
め
て
海
を
渡
り
こ
の
時
期
に
成
長
し
た
。
こ
の
取
引
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足亘臼員同↑=一
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A
司
de

圃朝鮮牛頭数図午総頭数
80 

70 

60 

50 

40 

20 

。

30 

10 

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 
2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 

3岩手 4宮城 5秋田 6山形 7福島

11J:，奇玉 12千葉 13東京 14神奈川 15新潟

19山梨 20長野 21岐阜 22静岡 23愛知

27大阪 28兵庫 29奈良 30和歌山 31鳥取

35山口 36徳島 37香川 38愛媛 39高知

43態本 44大分 45宮崎 46鹿児島 47沖縄
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に
先
鞭
を
付
け
た
下
関
の
道
森
万
次
郎
氏
や
大
分
県
北

海
部
郡
下
ノ
江
村
の
佐
藤
伊
佐
五
郎
を
は
じ
め
多
く
を

ι
v
A
'
」
，

do

来
女
‘
ズ
ナ
r

つ
ま
り
、
明
治
四
一
年
六
月
一
日
か
ら
七
月

一
四
日
ま
で
の
四
五
日
間
の
福
浦
検
疫
所
か
ら
開
放
及

ぴ
検
疫
中
の
朝
鮮
牛
輸
入
業
者
及
ぴ
頭
数
は
、

三
O
名、

一
七
六
九
頭
で
そ
の
う
ち
、
業
者
別
に
多
い
順
に
見
る

と
、
下
関
家
畜
市
場
代
表
の
木
村
傍
(
五
八
四
頭
)
つ

い
で
道
森
万
次
郎
で
彼
は
、
為
朝
丸
、
住
吉
丸
、
幸
吉

丸
の
三
隻
の
船
で
五
六
九
頭
、
彦
島
福
浦
家
畜
市
場
代

表
の
升
回
貞
吉
二
一
六
頭
)
、
前
述
の
佐
藤
伊
佐
五

肝
山
キ
」
阜
、

f
l
 
一
O
四
頭
と
上
位
四
名
で
総
頭
数
の
七
二
%
を

占
め
て
い
る
晶
玉
個
人
的
な
輸
入
業
者
で
は
な
い
木

村
と
升
田
を
除
く
と
、
結
局
は
道
森
と
佐
藤
両
氏
の
成

長
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。

一二

発
展
期
明
治
四
三
一
年
以
降
か
ら
昭
和

一
九
年
|

さ
て
、
明
治
四
一
年
の
西
日
本
を
中
心
に
し
た
牛
疫
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大
流
行
が
朝
鮮
移
入
牛
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
為
に
、
関
西
地
方
に
お
け
る
朝
鮮
牛
需
要
地
方
で
の
牛
疫
警
戒
に
よ
り
、
向
四
二
年
か
ら

の
四
年
間
の
朝
鮮
牛
輸
入
頭
数
は
、
年
間
二
、
三
千
頭
程
度
と
低
迷
し
た
。
し
か
し
、
同
四
三
年
中
の
「
日
韓
併
合
」
に
よ
る
朝
鮮
通
い

牛
馬
商
人
ら
の
朝
鮮
の
実
状
把
握
が
進
む
に
連
れ
、
朝
鮮
牛
移
入
に
伴
う
危
険
性
が
少
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
一

一
月
よ
り
増
加
し
、
釜

山
検
疫
所
開
設
以
来
で
最
多
の
検
疫
牛
頭
数
(
一
二
月
、
三
二
二
頭
)
を
記
録
し
た
る
も
そ
し
て
、
翌
四
四
年
以
降
は
漸
増
し
、
大
正

三
年
に
は
一
万
頭
を
上
回
り
、
翌
年
に
は
年
間
四
万
頭
余
り
の
朝
鮮
牛
が
移
入
さ
れ
た
。
こ
の
著
増
の
原
因
と
し
て
、
①

朝
鮮
牛
の
性

能
、
体
質
、
骨
格
な
ど
優
良
に
し
て
価
格
比
較
的
廉
価
な
り
、
②

朝
鮮
に
お
け
る
防
疫
機
関
完
備
し
牛
疫
の
危
険
な
き
こ
と
、
③

持
汁

合
後
交
通
、
通
信
そ
の
他
の
輸
送
機
関
の
備
わ
り
た
る
、
④

内
地
貨
幣
を
両
替
す
る
の
必
要
な
き
こ
と
と
で
あ
る
(
竺
o

一方、

日
露

戦
争
に
敗
れ
た
露
国
の
朝
鮮
牛
輸
入
は
、
明
治
四
三
年
、
四
四
年
の
両
年
は
、
年
間
約
一
万
七

0
0
0
頭
を
上
回
る
も
の
の
、
大
正
期
に

入
り
漸
減
し
た
。

こ
の
時
期
で
の
朝
鮮
の
主
な
移
出
地
は
、
韓
国
の
慶
尚
南
北
道
で
、
そ
の
う
ち
釜
山
鎮
が
半
数
を
占
め
る
(
幻
)
O

ま
た
、
朝
鮮
牛
仕
向

先
は
、
こ
の
時
期
に
多
少
の
変
遷
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
正
初
期
は
常
設
検
疫
港
で
朝
鮮
牛
の
陸
揚
げ
地
と
な
る
下
関
・
山
口
県
が
過
半
、

大
分
県
そ
の
他
試
験
的
な
移
入
が
見
ら
れ
た
が
、
大
正
六
、
七
年
で
見
る
と
香
川
県
が
、

二
年
間
で
約
二
万
頭
(
三
五
・
六
%
)
で
第
一

位
、
次
い
で
山
口
県
了
五
万
頭
(
二
七
・
一
%
)
で
、
広
島
県
(
六
・
三
%
)
、
大
阪
府
(
四
・
七
%
)
、
大
分
県
(
四
・
四
%
)
、
高
知
県

(
一
了
四
%
)
、
愛
媛
県
(
一
・
O
%
)
そ
の
他
六
県
を
数
え
る
(
叫

)
O

こ
の
様
な
朝
鮮
牛
仕
入
れ
先
府
県
の
変
化
が
見
ら
れ
、
大
正
八
年
頃
の
内
地
に
お
け
る
朝
鮮
牛
の
分
布
に
つ
い
て
、
「
朝
鮮
午
の
需
要

は
、
従
来
関
西
中
国
四
国
九
州
方
面
に
限
ら
れ
た
る
如
き
状
態
に
あ
り
し
も
漸
次
東
進
し
馬
の
育
成
使
役
地
た
る
関
東
平
野
に
分
布
し
、

産
馬
地
を
以
て
誇
と
せ
る
東
北
地
方
に
拡
布
し
一
面
日
本
海
横
断
行
路
の
開
通
に
依
り
北
陸
地
方
に
及
び
、
今
や
朝
鮮
牛
は
全
国
に
治
か



ら
ん
と
す
る
状
勢
に
し
て
到
る
処
好
評
、
現
に
東
洋
畜
産
株
式
会
社
、
大
倉
畜
産
株
式
会
社
、
大
東
畜
産
株
式
会
社
は
専
ら
移
出
牛
の
衝

に
あ
た
り
、
そ
の
他
商
人
組
合
、
府
県
農
会
等
の
共
同
購
入
あ
り
て
盛
ん
に
内
地
移
入
を
計
れ
り
、
就
中
茨
城
県
の
如
き
は
大
倉
畜
産
株

式
会
社
の
手
に
よ
り
て
大
正
八
年
中
に
数
千
頭
を
移
し
其
南
部
地
方
に
於
て
殆
ど
牛
を
以
て
馬
に
へ
ん
と
す
る
計
箇
な
り
、
福
島
、
宮
城

県
下
で
は
、
牛
耕
講
習
会
を
各
地
に
開
催
し
朝
鮮
牛
使
役
を
奨
励
し
つ
つ
あ
る
ぎ
。
」
と
あ
る
(
前
掲
図
4
参
照
)
。
事
実
、
昭
和
一
一

-取引の展開

年
当
時
に
は
、
朝
鮮
牛
飼
育
頭
数
は
全
国
牛
総
頭
数
の
一
六
%
つ
ま
り
二
九
万
頭
に
達
し
、
そ
の
分
布
は
図
6
の
通
り
北
海
道
他
五
県

(
鳥
取
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
)
を
除
く
四
一
府
県
に
お
よ
ん
で
い
る
。

さ
て
、
防
疫
体
制
に
関
し
て
は
、
韓
国
併
合
に
よ
り
、
朝
鮮
の
畜
産
奨
励
、
家
畜
衛
生
の
施
設
も
面
白
一
新
し
、
大
正
四
年
に
は
、
獣

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

疫
予
防
令
及
び
輸
出
牛
検
疫
規
則
の
制
定
を
見
る
等
検
疫
機
構
に
も
著
し
き
整
備
を
み
た
(
紛
)
O

朝
鮮
移
出
牛
検
疫
規
則
(
総
督
府
令
第

七
六
号
、
大
正
四
年
七
月
二
六
日
)
に
よ
れ
ば
、

第
一
条

慶
尚
南
道
釜
山
港
又
馬
山
港
ヨ
リ
畜
牛
ヲ
内
地
ニ
移
出
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
畜
牛
ニ
付
検
疫
ヲ
受
ク
ベ
シ
但
シ
食
用
ニ

供
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
移
出
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
内
地
ノ
海
港
ニ
到
達
後
内
地
当
該
官
庁
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
直
二
屠
殺
ス
ル
モ
ノ

ニ
付
テ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ズ

第

条

検
疫
ハ
十
八
日
以
上
二
十
日
以
内
畜
牛
ヲ
検
疫
所
ニ
係
留
シ
テ
之
ヲ
行

7
:
:・略」

と
あ
り
、
山
脇
の
整
理
(
幻
)
に
依
れ
ば
、
①
明
治
四
二
年
以
来
の
二
重
係
留
検
疫
制
度
は
廃
止
、
②
釜
山
、
馬
山
両
港
よ
り
内
地
に
移

入
す
る
畜
牛
(
屠
牛
を
除
く
)
は
、
必
ず
釜
山
検
疫
所
で
一
八
日
二

O
日
以
内
の
検
疫
を
受
け
る
こ
と
、
③
釜
山
検
疫
所
で
検
疫
を
受
け

151 

た
証
明
書
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
地
検
疫
所
に
お
い
て
は
、

一
応
の
検
査
に
と
ど
め
る
、
④
釜
山
港
以
外
の
諸
港
よ
り
内
地
検

疫
所
に
直
行
す
る
も
の
に
限
り
、
そ
こ
で
釜
山
港
検
疫
と
同
期
間
の
係
留
検
疫
を
受
け
れ
ば
、
移
入
可
能
と
な
る
と
あ
り
、
そ
の
狙
い
は
、
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朝
鮮
牛
移
入
の
円
滑
化
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
従
来
か
ら
の
検
疫
の
原
別
で
あ
っ
た
内
地
港
湾
で
の
検
疫
を
、
収
容
設
備
の
拡
張
経
費
の

点
か
ら
拡
張
す
る
こ
と
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
の
検
疫
港
の
拡
張
で
対
応
し
た
。

つ
ま
り
、
最
大
規
模
の
下
関
港
福
浦
検
疫
所
で
さ
え
設
備

収
容
能
力
が
一
回
分
四
二

O
頭
、
係
留
期
聞
か
ら
計
算
す
る
と
一
カ
月
僅
か
六
一
二

O
頭
、
新
し
い
施
設
や
他
の
内
地
検
疫
港
の
長
崎
、
神

戸
両
港
に
お
い
て
も
収
容
施
設
能
力
は
小
さ
く
、
増
加
す
る
移
入
頭
数
に
対
応
出
来
な
い
為
に
、
釜
山
港
で
の
一
方
的
移
出
検
疫
を
行
な

う
に
至
っ
た
。

た
だ
問
題
は
、
こ
の
釜
山
港
で
の
係
留
検
疫
経
費
が
内
地
の
福
浦
検
疫
所
に
比
べ
一
頭
当
り
、

二
0
日
間
で
二
円
七

O
銭
余
り
高
く
、

こ
の
「
朝
鮮
移
出
午
検
疫
規
則
」
の
施
行
は
、
朝
鮮
牛
移
入
業
者
に
と
っ
て
営
業
面
で
著
し
く
不
利
と
な
る
。
そ
の
為
に
、
下
関
在
住
の

朝
鮮
牛
移
入
業
者
つ
ま
り
道
森
や
西
山
外
二
三
名
は
、

せ
め
て
従
来
通
り
の
二
重
検
疫
の
継
続
を
請
願
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た(必
)
O

こ
れ
ら
業
者
に
と
っ
て
、
釜
山
港
で
の
係
留
期
間
の
短
縮
と
す
べ
て
の
朝
鮮
移
出
港
で
の
検
疫
可
能
と
が
最
大
の
関
心
事
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
翌
五
年
に
は
、
移
出
牛
検
疫
規
則
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
検
疫
方
法
を
釜
山
、
馬
山
両
港
か
ら
移
出
(
小
型
牛
の
南

鮮
牛
)
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
釜
山
港
で
の
係
留
検
疫
、
元
山
、
城
津
両
港
よ
り
移
出
(
大
型
牛
の
北
鮮
牛
)
す
る
場
合
に
は

健
康
検
査
と
の
二
種
に
分
け
た
。
そ
し
て
、
同
九
年
三
月
に
は
、
検
疫
港
で
の
係
留
期
間
が
一
八
日
聞
が
一
一
一
日
に
短
縮
さ
れ
、
さ
ら
に

同
一
四
年
に
は
、
朝
鮮
牛
の
移
出
係
留
検
疫
が
、
釜
山
港
以
外
に
、
仁
川
、
鎮
南
浦
、
元
山
、
城
津
の
四
港
で
可
能
と
な
り
、
移
入
業
者

に
有
利
な
状
況
と
な
っ
た
。

こ
の
様
に
、
明
治
・
大
正
期
は
、
朝
鮮
牛
疫
の
日
本
へ
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
、

日
本
の
海
港
検
疫
を
整
備
し
た
が
、
牛
疫
の
流

行
を
防
遁
出
来
ず
、
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
化
し
内
地
並
の
防
疫
体
制
を
敷
い
た
。
明
治
四
三
年
時
点
で
、
既
に
五
二
名
の
日
本
人
獣
医
が
、

原
島
の
提
案
し
た
国
境
検
疫
の
役
割
の
一
端
を
担
っ
た
。
つ
ま
り
、
鴨
緑
江
上
の
交
通
を
遮
断
し
病
毒
の
侵
入
を
防
ぐ
目
的
で
、
各
渡
船
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移出検疫i巷

朝鮮

場
に
監
視
所
(
竺
さ
ら
に
家
畜
伝
染
病
の
巣
窟
た
る
満
州
等
か
ら
の
牛
疫
等
病
毒
侵
入
を
防
ぐ

必
要
か
ら
、
特
に
威
鏡
北
道
地
方
の
午
疫
病
原
地
た
る
間
島
に
も
日
韓
人
獣
医
各
一
名
を
配
置

し
て
い
る
(
号
。
こ
の
様
に
、
政
府
は
牛
疫
の
病
毒
侵
入
防
止
の
目
的
を
も
一
つ
の
理
由
と
し

て
北
鮮
警
備
強
化
を
進
め
る
一
方
で
、
満
州
侵
略
へ
の
足
が
か
り
を
堅
め
、
南
満
地
方
に
進
出

し
、
つ
い
に
は
満
州
を
侵
略
す
る
こ
と
と
な
る
。

図今心概構機通時
牝
牡
別
な
ど
個
体
差
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
為
に
、
朝
鮮
牛
と
内
地
和
牛
と
の
価
格
を
比
較

性
す
る
に
は
、
困
難
を
伴
、
つ
が
、
先
ず
朝
鮮
牛
最
大
の
積
出
し
港
・
釜
山
港
で
の
価
格
と
日
本
最

ふ
附
州

市
川例

大
の
中
継
地
市
場
に
成
長
し
た
尾
道
常
設
家
畜
市
場
の
価
格
を
比
較
し
、
両
者
間
の
価
格
差
の

醐
動
向
を
見
ょ
う
o

明
治
四
二
一
、
四
四
年
で
比
較
す
る
と
朝
鮮
牛
は
、

発

さ
て
、
移
入
朝
鮮
牛
増
加
の
主
因
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮
牛
と
内
地
和
牛
と
の
価
格
差
か
ら
得

ら
れ
る
輸
入
業
者
の
利
益
の
動
向
に
つ
い
て
み
る
。

一
般
的
に
は
、
生
午
の
価
格
は
、
年
齢
、

一
頭
当
り
一
二
円
か
ら

四
円
、

四
五
年
に
は
一
一
八
円
余
り
で
あ
る
に
対
し
、
内
地
和
牛
の
そ
れ
は
、
同
期
間
三

O
円
か

守-図
ら
四

O
円
程
度
(
包
で
あ
り
、
両
者
間
の
差
額
は
、

せ
い
ぜ
い
一

O
円
か
ら
二

O
円
前
後
で
あ

る
。
で
は
、
輸
入
業
者
の
利
益
を
推
定
し
て
み
る
に
、
朝
鮮
か
ら
下
関
・
福
浦
検
疫
所
か
ら
開

放
さ
れ
る
ま
で
の
一
頭
当
り
の
経
費
は
、
船
賃
三
円
、
移
出
・
移
入
税
で
四
円
程
度
、
検
疫
所

経
費
が
二
円
六
五
銭
こ
れ
に
問
屋
口
銭
を
入
れ
る
と
一

O
円
か
ら
一
一
一
円
と
な
り
、
さ
ら
に
尾

道
ま
で
の
輸
送
費
を
入
れ
る
と
輸
入
業
者
の
利
益
は
、
せ
い
ぜ
い
一
頭
当
り
三
円
前
後
で
あ
る
η



154 

つ
ま
り
、
「
段
々
朝
鮮
内
地
の
牛
価
が
騰
貴
し
、
今
日
に
お
い
て
は
、

一
頭
に
付
き
利
益
が
一
円
か
ら
三
円
位
(
ぎ
」
と
い
う
釜
山
在
住
の

移
出
業
者
の
言
に
は
、
信
想
性
が
あ
る
。
そ
の
後
大
正
期
以
降
、
尾
道
家
畜
市
場
で
の
一
頭
当
り
の
取
引
平
均
価
格
は
、
大
正
二
年
に
四

二
円
余
り
だ
っ
た
も
の
が
、
同
六
年
に
は
七
一
円
、
同
九
年
に
は
一
二

O
円
と
高
騰
し
た
が
、
釜
山
港
で
の
朝
鮮
牛
の
価
格
は
、
大
正
二

年
で
二
四
円
、
同
六
年
で
四
一
円
余
り
と
な
り
、
日
本
内
地
と
の
価
格
差
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
内
地
で
は
、
第
一
次
大

戦
に
よ
る
好
況
時
に
牛
肉
消
費
量
が
五
万
ト
ン
余
り
に
も
達
し
、
圏
内
生
産
は
限
界
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
牛
の
肉
用
と
し
て
の
移

入
が
増
加
す
る
。
つ
ま
り
、
政
府
は
生
牛
肉
移
入
を
奨
励
す
る
意
味
で
、
大
正
七
、
八
年
相
次
い
で
輸
入
業
者
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
た
生
牛
及
び
生
牛
肉
の
移
入
税
を
免
除
し
て
い
る
。

こ
の
期
に
、
朝
鮮
か
ら
の
移
入
生
牛
著
増
に
よ
っ
て
、
内
地
の
牛
馬
・
流
通
機
構
が
大
き
く
変
化
し
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
牛
飼
育
地
域

が
東
日
本
の
馬
地
帯
に
、
ま
た
東
の
東
京
・
横
浜
。
西
の
大
阪
・
神
戸
の
二
大
震
源
地
を
中
心
に
し
た
肉
牛
需
要
の
著
増
に
対
応
し
た
屠

場
の
立
地
(
臼
)
や
肉
牛
肥
育
の
生
産
立
地
(
日
)
等
、
さ
ら
に
朝
鮮
か
ら
も
肉
用
午
の
直
移
入
を
見
る
な
ど
図
7
の
と
お
り
、
朝
鮮
牛
の
流
通

機
構
は
複
雑
化
し
た
。

そ
し
て
、
下
関
市
在
住
の
道
森
万
次
郎
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
牛
専
門
牛
馬
商
人
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
で
の
牛
購
入
先
地
域
の
広
域
化
と

内
地
で
の
尾
道
家
畜
市
場
の
様
な
大
中
継
地
市
場
の
成
長
に
よ
り
、
そ
の
販
路
が
よ
り
広
域
化
し
た
(
日
)
O

つ
ま
り
、
こ
の
期
の
特
徴
と

し
て
①
大
正
中
頃
に
道
森
を
中
心
に
尾
道
の
有
力
牛
馬
商
四
人
等
で
日
朝
汽
船
株
式
会
社
を
興
し
輸
送
の
高
速
化
と
大
量
化
に
よ
る
朝
鮮

生
牛
輸
送
の
独
占
化
を
図
っ
た
、
②
道
森
万
次
郎
の
買
子
と
し
て
釜
山
港
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
彦
島
出
身
の
上
杉
や
鳴
尾
、
近
藤
、
新

潟
出
身
の
長
島
等
の
連
中
が
、
各
々
独
立
し
問
屋
と
な
っ
て
い
る
、
③
道
森
に
次
ぐ
地
方
の
朝
鮮
通
い
牛
馬
商
人
の
成
長
も
め
ざ
ま
し
い
。

特
に
、
尾
道
家
畜
市
場
に
隣
接
す
る
場
所
に
居
を
構
え
、
朝
鮮
牛
専
門
で
成
長
し
た
木
曽
(
日
)
や
大
分
臼
杵
の
下
ノ
江
港
を
舞
台
に
成
長



し
た
佐
藤
等
も
い
ず
れ
も
支
庖
を
釜
山
港
に
置
き
、
数
名
の
買
子
に
よ
る
出
買
い
、
地
元
の
家
畜
市
場
を
利
用
し
て
の
販
売
が
見
ら
れ
る

」
と
等
を
指
摘
し
た
い
。

五

結

語

-取引の展開

本
稿
は
、
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
生
牛
輸
入
(
移
入
)

取
引
の
展
開
過
程
を
、
牛
馬
市
場
の
全
国
的

流
通
網
の
形
成
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
本
研
究
に
利
用
で
き
る
史
資
料
は
豊
富
に
あ
り
、
し
か
も
多
岐
に
渡
り
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
ら
を
十
分
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
し
た
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)

明
治
・
大
正
期
に
於
け
る
朝
鮮
牛
輸
入
(
移
入

-
取
引
の
展
開
は
、

(
l
)
揺
藍
期
明
治
初
年
か
ら
同
二
八
年
、

(
2
)
成
長
期
i

明
治
二
九
年
か
ら
同
四
二
年
、

(
3
)
発
展
期
l
明
治
四
三
以
降
第
二
次
大
戦
ま
で
と
の
三
一
時
期
に
分
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得

た。
つ
ま
り
、
第
一
期
・
揺
藍
期
に
は
、
島
国
日
本
が
諸
外
国
か
ら
の
生
牛
馬
・
牛
皮
な
ど
畜
産
物
輸
入
を
開
始
し
、
新
た
な
疾
病
、
特
に

朝
鮮
半
島
か
ら
牛
疫
病
毒
の
侵
入
に
よ
り
、
膨
大
な
損
害
を
蒙
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、
朝
鮮
午
疫
に
対
し
専
ら
国
内
の
防
疫
体

制
整
備
に
力
点
が
注
が
れ
た
時
期
で
あ
る
。
輸
入
朝
鮮
生
牛
・
牛
皮
は
検
疫
を
受
け
る
こ
と
な
く
開
港
地
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
。
こ
の
時
期

は
、
輸
入
朝
鮮
牛
頭
数
も
少
な
く
、
僅
か
に
朝
鮮
半
島
に
近
い
対
馬
・
壱
岐
島
や
五
島
列
島
、
山
口
県
下
関
、
大
分
県
北
海
部
郡
等
に
お

い
て
主
に
朝
鮮
牛
の
飼
育
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
散
在
す
る
か
朝
鮮
通
い
H

の
冒
険
的
牛
馬
商
人
の
居
住
す
る
港
を
拠
点
に
し

155 

て
そ
の
周
辺
後
背
地
域
で
朝
鮮
牛
が
局
地
的
に
供
給
・
取
引
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
不
定
期
的
に
帆
船
に
よ
る
他
の
輸
送
物
資
ル

l
ト
に

重
な
る
か
た
ち
で
の
遠
隔
地
的
取
引
・
流
通
が
見
ら
れ
た
時
期
と
考
え
る
。
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第
二
期
・
成
長
期
は
、

日
清
・
日
露
両
戦
争
で
の
勝
利
を
背
景
に
し
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
へ
の
政
治
的
・
経
済
的
侵
略
を
一
段
と

進
め
た
時
期
で
、
度
重
な
る
朝
鮮
牛
疫
の
流
行
に
よ
り
神
戸
、
横
浜
、
長
崎
、
下
関
等
限
定
さ
れ
た
港
で
の
海
港
検
疫
体
制
が
整
備
さ
れ
、

圏
内
の
農
耕
牛
・
肉
牛
需
要
の
増
大
に
よ
る
朝
鮮
生
牛
輸
入
の
増
加
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
検
疫
港
の
中
で
、

日
本
の
朝

鮮
半
島
・
大
陸
侵
略
の
前
進
基
地
的
役
割
を
担
っ
た
下
関
に
お
い
て
、
輸
送
網
の
整
備
に
よ
り
、
輸
入
朝
鮮
牛
取
引
・
流
通
業
者
が
著
し

く
成
長
し
、
こ
の
検
疫
港
に
在
住
す
る
取
引
業
者
を
中
心
に
し
た
業
者
間
の
系
列
化
が
進
展
し
た
時
期
で
あ
る
。

つ
い
で
第
三
期
・
発
展
期
は
、

日
本
が
朝
鮮
半
島
を
政
治
的
・
経
済
的
に
侵
略
し
、
明
治
四
三
年
八
月
の
「
日
韓
併
合
」
で
日
本
の
植

民
地
と
し
、
統
監
政
治
か
ら
総
督
政
治
に
変
わ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
昭
和
二

O
年
八
月
ま
で
続
い
た
。
こ
の
問
、
防
疫
対
策
で
は
日
本
内

地
並
の
対
策
が
取
ら
れ
た
こ
と
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
日
本
人
獣
医
の
配
置
や
血
清
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
所
設
置
及
び
検
疫
施
設
の
整
備
が

な
さ
れ
た
。
特
に
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
原
島
が
主
張
し
た
露
国
、
満
州
と
の
国
境
検
疫
及
び
海
港
検
疫
で
は
半
島
の
釜
山
港
と
、
国

内
の
下
関
福
浦
港
と
に
よ
る
二
重
係
留
海
港
検
疫
(
後
撤
廃
さ
れ
、
釜
山
検
疫
所
の
強
化
)
と
が
実
現
し
、
朝
鮮
牛
疫
を
防
ぐ
上
で
大
き

な
前
進
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
資
本
主
義
の
経
済
的
侵
略
の
強
化
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
入
り

H

危
険
な
牛
か
ら
安

く
飼
育
の
楽
な
牛
μ

へ
と
朝
鮮
牛
に
対
す
る
圏
内
の
評
価
が
大
き
く
変
化
し
、
移
入
頭
数
が
年
間
四
、

五
万
頭
に
も
達
し
た
。
こ
の
様
な

朝
鮮
生
牛
輸
入
・
移
入
の
拡
大
は
、
陸
揚
げ
港
・
下
闘
を
頂
点
と
す
る
朝
鮮
午
流
通
網
の
形
成
が
日
本
国
内
の
都
市
化
及
び
農
業
集
約
化

の
進
展
と
連
動
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
り
わ
け
、
馬
地
帯
の
関
東
平
野
や
自
家
牛
飼
育
の
少
な
か
っ
た
讃
岐
平
野
等
に
お
い
て
朝
鮮

牛
飼
育
地
域
が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
。

な
お
、
本
稿
は
拙
稿
『
明
治
期
午
疫
流
行
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
|
検
疫
制
度
の
整
備
と
朝
鮮
牛
取
引
・
流
通
|
(
昭
和
六
二
、
六
三
年
度
文
部
省
科

学
研
究
費
補
助
金
・
一
般
研
究
C
研
究
報
告
書
課
題
番
号
6
2
5
8
0
1
8
9
)』

一
九
八
九
、
七
O
頁
。
の
一
部
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
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註

(
1
)

港
湾
の
立
地
・
機
能
と
形
態
・
構
造
に
つ
い
て
は
野
沢
秀
樹
「
都
市
と
港
湾
」
『
人
文
地
理
』
三

O

五、

い
る
。

(
2
)

拙
稿
「
産
業
確
立
期
に
お
け
る
家
畜
市
場
の
立
地
変
動
」
「
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
一
二
二
一
、
一
九
八
四
、
九
l
=
一

O
頁。

(
3
)

勝
島
仙
之
介
『
家
畜
内
科
科
学
下
巻
』
朝
香
屋
書
庖
、
一
九

O
五
、
に
よ
れ
ば
「
牛
疫
ハ
牛
属
固
有
ノ
熱
性
伝
染
病
ニ
シ
テ
牛
属
ヨ
リ
他
ノ
反

柄
拘
獣
山
羊
羊
鹿
賂
蛇
等
ニ
伝
染
ス
ル
モ
単
蹄
獣
、
肉
食
獣
、
鳥
類
人
種
ハ
決
、
ン
テ
之
ニ
感
染
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
近
持
豚
一
一
伝
染
、
ン
タ
ル
実
例
ヲ
報
ス

ル
者
ア
リ
モ
遠
ニ
信
シ
難
シ
其
病
毒
ノ
惨
烈
ナ
ル
家
畜
伝
染
病
中
他
一
一
比
ヲ
見
ス
一
タ
ヒ
狽
獄
ヲ
極
ム
レ
ハ
終
一
一
国
家
ノ
資
産
ヲ
謹
室
ス
ル
ヲ
以

テ
最
モ
恐
ル
ヘ
キ
悪
疾
ナ
リ
ト
ス
」
と
あ
る
。

(
4
)

拙
稿
「
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
大
中
継
地
家
畜
市
場
の
成
立
過
程
」
『
史
学
研
究
』
一
一
一
一
入
、
一
九
七
七
、
四
一

i
六
=
一
頁
。

(
5
)

下
元
虎
之
輔
『
高
知
県
に
お
け
る
朝
鮮
牛
に
関
す
る
研
究
』
一
九
四
六
。

(
6
)

守
国
道
敏
「
朝
鮮
牛
」
大
日
本
農
会
、
一
九
二
三
、
八

O
頁。

(
7
)

拙
稿
「
明
治
期
牛
疫
流
行
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
(
昭
和
六
二
・
六
三
年
度
科
研
・
一
般

(
C
)
)
研
究
報
告
書
』
一
九
八
九
、
九
頁
。

(
8
)

前
掲
(
7
)

八
i

一O
頁。

(
9
)

山
脇
圭
土
口
『
日
本
家
畜
防
疫
史
』
文
永
堂
書
庖
、
一
九
三
九
、
五
九
七
頁
。

(
閉
山
)
明
治
期
で
六
l
八
万
頭
、
大
正
期
に
五

O
万
頭
前
後
、
昭
和
期
で
七
三
l
七
五
万
頭
と
計
算
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
公
式
的
数
値
に
対
し
、
密
輸

や
略
奪
に
よ
る
輸
入
・
移
入
を
さ
ら
に
一
割
程
度
見
込
加
算
す
る
と
約
一
五

O
万
頭
と
な
る
。
前
掲
(
7
)
5
頁
で
は
、
推
定
二

O
O
万
頭
に
近
い

と
し
た
が
、
こ
こ
に
下
方
修
正
す
る
。

(
日
)
前
掲
(
9
)
、
五
l
一
四
頁
。

(
ロ
)
前
掲
(
9
)
、
九
頁
。

(
日
)
前
掲
(
3
)
、
一
一
一
一
四
l
一
=
一
五
頁
。

(
M
)

長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵

(
日
)
『
長
崎
県
統
計
書
明
治
二
=
一
年
』
に
よ
る
。

(
国
)
農
商
務
省
農
務
局
『
牛
疫
調
査
』
一
八
九
五
、

一
九
七
八
、
に
良
く
整
理
さ
れ
て

明治・大正期に於ける朝鮮牛輸入(移入)157 

一
回
l
一
五
頁
。
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(
げ
)
前
掲
(
9
)
、
二
八
l
二
九
頁
。

(
児
)
前
掲
(
日
)
、
一
一
一
一
四
頁
。

(
印
)
前
掲
(
時
)
、
二

O
四
頁
。

(
初
)
前
掲
(
日
)
、
一
二
一
四
頁
。

(
幻
)
前
掲
(
日
)
、
一
二

O
頁。

(n)
前
掲
(
日
)
、
三
三
l
三
四
頁
。

(
お
)
前
掲
(
日
)
、
一
二
三
貝
。

(m)
下
関
市
史
編
集
委
員
会
『
下
関
市
史
|
市
政
施
行
以
後
』

(
お
)
前
掲
(
M
)
、
一
九
二
l
一
九
三
頁
。

(
m
m
)

道
森
正
介
『
蛙
の
足
あ
と
』
一
九
七
五
、
四
一
一

1
四
三
頁
。

(
幻
)
大
正
一

O
年
九
月
に
、
朝
鮮
・
近
藤
照
治
、
下
関
・
道
森
吉
蔵
等
を
世
話
人
に
し
て
大
分
県
臼
杵
市
に
建
立
さ
れ
現
存
す
る
。

(
お
)
農
林
省
畜
産
局
『
畜
産
発
達
史
本
編
』
一
九
六
六
、
三
五
四
頁
に
「
朝
鮮
牛
と
豊
後
牛
と
の
雑
種
で
、
在
来
牛
に
比
し
一
段
と
役
用
能
力
に
優

れ
て
い
た
」

(
明
日
)
時
重
初
熊
「
朝
鮮
牛
疫
並
ニ
獣
疫
ニ
関
ス
ル
事
項
調
査
復
命
書
」
『
第
二
次
牛
疫
調
査
』
一
九
二
一
、
四
三
三
頁
。

(
鈎
)
福
岡
県
「
福
岡
県
港
務
部
獣
医
疫
検
疫
業
務
報
告
」
『
中
央
獣
医
会
雑
誌
』
一
一
一
p
i
l
l
=
一
、
一
一
八
l
三
八
盲
目
。

(
幻
)
農
商
務
省
農
務
局
『
第
二
次
牛
疫
調
査
』
一
九
一
二
、
二
四
頁
。

(
詑
)
菅
沼
源
之
介
「
韓
国
の
畜
牛
に
就
い
て
」
『
韓
国
中
央
農
会
報
』
一
一
|
一
、
一

O
頁

(
お
)
朝
鮮
海
峡
を
臨
む
慶
尚
南
道
東
莱
府
龍
璃
面
牛
巌
渦
に
位
置
し
、
西
川
勝
蔵
氏
が
そ
の
所
長
に
任
じ
ら
れ
た
。

(
鈍
)
北
海
道
・
小
樽
、
富
山
・
伏
木
、
山
口
・
下
関
、
福
岡
・
博
多
、
長
崎
・
厳
原
、
鹿
見
、
佐
須
奈
の
七
港

(
お
)
『
中
央
獣
医
会
報
』
一
一
七
、
二
九
1
コ一

O
頁。

(
お
)
『
牧
畜
雑
誌
』
一
一
九
三
、
四
八
l
五
O
頁。

(
幻
)
前
掲
(
9
)
、
五
九
1
六
O
頁。

(
お
)
中
野
正
雄
『
和
牛
の
経
済
(
中
国
農
経
資
料
第
一
四
持
)
』
、

一
九
七
三
、

一
九
一
頁
。

一
九
五
=
一
、

一
一
百
九
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(
ぬ
)

(ω) 

(
伯
)

(
必
)

(
必
)

(
必
)

(
必
)

(
必
)

(
幻
)

(
必
)

(ω) 

(
印
)

(
日
)

(
臼
)

(
臼
)

(
日
)

(
日
)

(
日
)

前
掲
(
お
)
、
四
二
l
四
三
頁
。

農
商
務
省
農
務
局
『
第
四
次
獣
疾
調
査
報
告
』

『
朝
鮮
農
会
報
』
六
一
三
、
一
七
頁
。

『
朝
鮮
農
会
報
』
七
l
二
、
五
二
了
五
四
頁
。

司
朝
鮮
農
会
報
』
七
|
コ
寸
二
四
1
二
五
頁
。

『
朝
鮮
農
会
報
』
一
五
五
、
一
五
頁
。

前
掲
(
必
)
、
一
四
l
一
五
頁
。

前
掲
(
9
)
、
四
七

O
頁。

前
掲
(
9
)
、
四
七
八
頁
。

前
掲
(
9
)
、
四
八

O
頁。

『
朝
鮮
農
会
報
』
七
八
、
六
頁
。

守
韓
国
中
央
農
会
報
』
三
l
四
、
二
三
頁
。

広
島
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
『
尾
道
家
畜
市
場
沿
革
史
』

『
朝
鮮
農
会
報
』
八
l
一
、
-
一
九
頁
。

拙
稿
「
屠
場
地
域
史
研
究
」
『
部
落
解
放
ふ
く
お
か
』
三

O
、
一
九
八
=
一
、
五
七
1
一

宮
坂
梧
期
『
畜
産
経
済
地
理
L

叢
文
堂
、
一
九
三
六
、
一
八
一
一
一
l
二
O
一
頁
。

前
掲
(
4
)
、
五
五
1

六
一
一
貝
。

前
掲
(
4
)
、
五
八
頁
。

九

一
、
四
一
五
l
四
一
八
頁
。

一
九
五
七
、
二
三
頁
。

一
四
頁
。




